
10 月から 11 月にかけて
各常任委員会では
行政視察を実施しました。
視察の報告は、
2 ページ 〜 4 ページに
掲載しています。
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総務環境委員会

11/11（火）〜11/13（木）

委 員 長 梯　 泰 弘
副委員長 樋 口 敏 之
委　　員 佐々木美智子
委　　員 長 田 近 夫
委　　員 望 月 克 治
委　　員 矢 島 正 恒

福
岡
県
北
九
州
市

視
察
先

視
察
内
容

・�

ス
マ
ら
く
区
役
所
構
想
に
つ
い
て

・�

デ
ジ
ラ
ボ
に
つ
い
て

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
、
限
ら
れ

た
人
員
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
な
が
ら
、

市
民
の
負
担
を
ど
う
減
ら
し
て
い
く
か
は
、

茅
野
市
に
と
っ
て
も
避
け
て
通
れ
な
い
課
題

で
す
。
総
務
環
境
委
員
会
で
は
、
こ
う
し
た

課
題
に
対
す
る
具
体
的
な
工
夫
を
確
か
め
る

た
め
、
北
九
州
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

視
察
で
は
、﹁
書
か
な
い
・
待
た
な
い
・

行
か
な
く
て
い
い
﹂
を
掲
げ
た
ス
マ
ら
く
区
役
所

構
想
に
注
目
し
ま
し
た
。
申
請
書
の
簡
素
化
や
窓

口
予
約
、
住
民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
市
役
所
に
足
を
運
ば
ず
に
手

続
き
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
負
担
を
減
ら
す
と
同
時
に
、
職
員
の
業
務

を
整
理
し
直
す
視
点
が
特
徴
的
で
し
た
。

　
ま
た
、
業
務
改
善
の
取
組
と
し
て
紹
介
さ
れ
た

﹁
デ
ジ
ラ
ボ
﹂
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
て

事
務
作
業
の
効
率
化
を
検
証
し
、
日
常
業
務
に
ど

う
活
か
す
か
を
考
え
て
い
ま
す
。
印
象
に
残
っ
た

の
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
人
員
削
減
の
手
段
と
す
る

の
で
は
な
く
、

職
員
が
市
民
対

応
や
相
談
に
向

き
合
う
時
間
を

確
保
す
る
た
め

の
手
段
と
し
て

捉
え
て
い
る
点

で
す
。

　
今
回
の
視
察

を
通
じ
、
茅
野

市
に
お
い
て
も
、

手
続
き
の
負
担

を
減
ら
す
こ
と
と
、
市
民
に
寄
り
添
う
対
応

を
両
立
さ
せ
る
こ
と
は
、
決
し
て
対
立
す
る

も
の
で
は
な
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
申

請
や
確
認
に
か
か
る
時
間
を
減
ら
し
、
そ
の

分
を
相
談
や
説
明
に
充
て
る
こ
と
で
、
市
民

と
向
き
合
う
時
間
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
限
ら
れ
た
職
員
数
の
中
で
も
、
仕
事
の

進
め
方
を
工
夫
す
る
こ
と
で
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
質
を
高
め
て
い
く
、
そ
の
具
体
的
な
姿
を

思
い
描
き
な
が
ら
、
茅
野
市
の
市
政
運
営
に

活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
岡
県
福
岡
市

視
察
先

視
察
内
容

・�

ス
マ
ー
ト
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

・�

庁
内
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
に
つ
い
て

　
行
政
手
続
き
を
﹁
分
か
り
や
す
く
、
迷
わ

ず
、
早
く
﹂
行
え
る
か
ど
う
か
は
、
市
民
の

暮
ら
し
や
す
さ
に
直
結
し
ま
す
。
総
務
環
境

委
員
会
で
は
、
市
民
目
線
で
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
ど
の
よ
う
に
形
に
さ
れ
て
い
る
の
か
を

確
か
め
る
た
め
、
福
岡
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

福
岡
市
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
、
市
民
が
日
常
的
に
使
っ
て

い
る
ツ
ー
ル
を
入
口
に
、
住
民
票
の
取
得
や

各
種
申
請
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
え
る
仕
組
み

が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
情
報
の
探
し
や
す

さ
や
手
続
き
の
流
れ
に
も
工
夫
が
重
ね
ら
れ

て
お
り
、﹁
使
え
る
か
ど
う
か
﹂
を
基
準
に

サ
ー
ビ
ス
が
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
点
が
印

象
的
で
し
た
。

　
一
方
で
、
デ
ジ
タ
ル
に
不
慣
れ
な
市

民
へ
の
配
慮
も
欠
か
し
て
い
ま
せ
ん
。

公
民
館
と
区
役
所
を
ビ
デ
オ
通
話
で
つ

な
ぐ
リ
モ
ー
ト
窓
口
な
ど
、
対
面
と
デ

ジ
タ
ル
を
組
み
合
わ
せ
た
支
援
に
よ
り
、

利
便
性
を
高
め
な
が
ら
不
安
を
残
さ
な

い
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
庁
内
で
は
、
Ｄ
Ｘ
を
専
門
に
担
う
体

制
の
も
と
、
業
務
の
効
率
化
を
進
め
る

こ
と
で
、
職
員
が
市
民
対
応
に
よ
り
多

く
の
時
間
を
割
け
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
の
視
察
か
ら
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
は
﹁
用
意
す
る
側
の
都
合
﹂

で
は
な
く
、﹁
使
う
側
の
目
線
﹂
で
組

み
立
て
直
す
こ
と
で
、
分
か
り
や
す
さ

も
満
足
度
も
大
き
く
変
わ
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。
茅
野
市
に
お
い
て
も
、

市
民
が
迷
わ
ず
手
続
き
を
進
め
ら
れ
る

環
境
を
整
え
、
一
人
ひ
と
り
が
﹁
市
役

所
が
身
近
に
な
っ
た
﹂
と
感
じ
ら
れ
る

姿
を
目
指
し
、
今
後
の
取
組
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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令
和
7
年
度
行
政
視
察
報
告

　
市
議
会
で
は
市
政
の
発
展
と
向
上
の
た
め
、
委
員
会
ご
と
に
視
察
目
的
を
定
め
、
先
進
的
な

他
の
自
治
体
等
を
訪
問
し
て
研
修
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
令
和
７
年
度
の
各
委
員
会

の
行
政
視
察
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。



経済建設委員会

11/11（火）〜11/13（木）

委 員 長 小 尾 一 郎
副委員長 東 城　 源
委　　員 向 山 平 和
委　　員 木 村 明 美
委　　員 竹 内　 巧
委　　員 机　 博 文

岐
阜
県
美
濃
市

視
察
先

視
察
内
容

・�

美
濃
和
紙
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
向
上

及
び
発
信
に
関
す
る
事
業
、
取
組

等
に
つ
い
て

　
美
濃
市
は
、
濃
尾
平
野
の
最
北
端
に
位
置

し
、
昭
和
29
年
に
市
制
を
施
行
し
た
人
口
３

万
３
千
人
余
の
市
で
す
。
今
回
は
、
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
の
美
濃
和
紙
を
ブ
ラ
ン
ド

化
し
て
い
る
美
濃
市
に
お
い
て
地
域
ブ
ラ
ン

ド
の
価
値
向
上
や
発
信
に
関
す
る
取
組
に
つ

い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　
同
市
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
登
録
を
機
に
和
紙

の
情
報
発
信
や
技
術
継
承
者
育
成
、
産
業
・

観
光
振
興
を
強
化
す
る
と
共
に
、
新
ブ
ラ
ン

ド
を
設
立
し
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
。
新
ブ
ラ
ン
ド
で
は
、
厳
し
い
品
質
基
準

を
設
け
、
マ
ー
ク
を
作
成
し
他
と
の
差
別
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
美
濃
和
紙
を
用

い
た
ア
ー
ト
作
品
を
国
内
外
で
Ｐ
Ｒ
す
る
活

動
に
取
り
組
む
と
共
に
、
後
継
者
の
発
掘
、

育
成
、
研
修

の
各
制
度
や

作
業
場
の
提

供
、
用
具
や

材
料
の
確
保

等
、
市
が
幅

広
い
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
他
の
生
産
地
と
の
連
携
強
化
や

職
人
の
技
を
見
せ
る
観
光
拠
点
整
備
、
情
報

発
信
、
販
路
拡
大
に
も
注
力
し
、
国
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
﹁
う
だ
つ
の
上
が

る
町
並
み
﹂
を
利
用
し
た
美
濃
和
紙
と
の

コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
も
活
発
に
行
わ
れ
、
昨
今

の
観
光
客
や
宿
泊
客
は
増
加
傾
向
と
の
こ
と

で
し
た
。

　
茅
野
市
に
お
い
て
も
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
取
り
組
む
際
に
美
濃
市
の
﹁
ブ
ラ
ン
ド
価

値
向
上
研
究
会
﹂
の
よ
う
な
組
織
を
設
置
し
、

戦
略
的
な
構
想
を
提
案
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
と
地
域
活
性
化
に
取
り
組

め
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

石
川
県
羽
咋
市

視
察
先

視
察
内
容

・�

羽
咋
式
自
然
栽
培
に
つ
い
て

　
羽
咋
市
は
、
能
登
半
島
の
基
部
西
側
に
位

置
し
、
昭
和
33
年
に
市
制
を
施
行
し
た
人
口

１
万
９
千
人
余
の
市
で
す
。
以
前
か
ら
有
機

栽
培
な
ど
の
環
境
保
全
に
資
す
る
農
業
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
美
し
い
景
観
や
ロ
ー
マ
法

王
へ
の
献
上
米
の
産
地
、
そ
し
て
ト
キ
の
放

鳥
（
令
和
８
年
予
定
）
な
ど
か
ら
、
令
和
7

年
７
月
に
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
し
、

独
自
の
自
然
栽
培
に
力
を
入
れ
、
地
域
性
を

い
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
羽
咋
式
自
然
栽
培
は
、
農
薬
、
化
学
肥
料
、

除
草
剤
等
を
使
わ
ず
、
地
力
に
よ
っ
て
作
物

を
育
て
る
農
法
で
す
。
羽
咋
市
で
は
、
自
然

栽
培
を
地
方
創
生
の
最
重
点
政
策
と
位
置
付

け
、
行
政
、
Ｊ
Ａ
、
生
産
者
が
一
丸
と
な
っ

て
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
協
働
で
の
実
践
塾
の
開
講
、
就
農
者
助

成
、
販
路
拡
大
、
加
工
品
開
発
等
の
支
援
等
、

就
農
者
が
安
心
し
て
自
然
栽
培
に
取
り
組
め

る
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
自
然
栽
培
農
家
数
や
作
付
面
積
、

実
践
塾
の
受
講
生
も
近
年
減
少
傾
向
に
あ
り
、

視
察
当
日
は
Ｊ
Ａ
の
担
当
者
に
も
同
席
を
頂

き
ま
し
た
が
、
就
農
希
望
者
に
対
し
て
﹁
収

量
や
収
入
が
安

定
せ
ず
生
活
の

糧
と
す
る
の
は

難
し
い
。﹂
と

い
う
説
明
も
し

て
い
る
と
の
こ

と
で
、
自
然
栽

培
の
難
し
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が

ら
、
茅
野
市
で

現
在
取
り
組
ん

で
い
る﹁
蓼
科

野
菜
﹂
の
ブ
ラ

ン
ド
化
で
は
、
こ
の
自
然
栽
培
の
取
組
は
、

参
考
に
で
き
る
部
分
が
多
く
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

新
潟
県
南
魚
沼
市

視
察
先

視
察
内
容

・�

南
魚
沼
市
観
光
戦
略
に
つ
い
て

　
南
魚
沼
市
は
、
新
潟
県
南
部
に
位
置
し
、

平
成
16
年
に
市
制
を
施
行
し
た
人
口
５
万
２

千
人
余
の
市
で
す
。
同
市
は
、
今
年
９
月
、

﹁
ゼ
ッ
ピ
ン
雪
国
宣
言
﹂
を
理
念
と
し
た
観

光
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
回
は
こ
の
戦

略
に
つ
い
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
世
界
的
に
も
稀
な
豪
雪
地
帯
に
人
が
住
む

地
域
と
育
ま
れ
て
き
た
文
化
、
ブ
ラ
ン
ド
化

さ
れ
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
は
じ
め
と
す
る
食
文

化
に
加
え
、
交
通
網
の
恩
恵
に
よ
る
地
の
利

を
生
か
し
な
が
ら
、
こ
の
新
た
な
戦
略
を
市

の
総
合
計
画
の
中
に
位
置
付
け
、
特
命
副
市

長
を
迎
え
る
中
、
行
政
と
事
業
者
が
一
体
と

な
っ
て
観
光
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
力
を
入
れ
る
た

め
に
、
食
を
通
じ
た
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を
創

出
す
る
こ
と
で
、
モ
ノ
か
ら
コ
ト
へ
消
費
の

転
換
を
図
り
、
雪
国
の
食
文
化
の
魅
力
発
信

と
共
に
、
料
理
人
と
生
産
者
の
学
習
・
交
流

機
会
の
創
出
を
図
る
な
ど
、
食
を
軸
と
し
た

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
併
せ
て
進
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
戦
略
は
策
定
さ
れ
た
ば
か
り

で
あ
り
、
現
時
点
で
戦
略
の
成
果
を
問
う
こ

と
は
早
計
で
す
が
、
施
設
整
備
、
夏
季
の
観

のと里山農業塾ほ場
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光
関
連
消
費
の
増
加
策
、
行
政
と
事
業
者

同
士
の
意
思
疎
通
・
共
有
が
課
題
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
茅
野
市
で
も
﹁
蓼
科
野
菜
﹂
ブ
ラ
ン
ド

の
取
組
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
ブ
ラ
ン
ド

化
に
当
た
っ
て
は
、
実
施
主
体
や
費
用
負

担
、
程
度
等
を
協
議
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
、
Ｐ
Ｒ
す
れ
ば
ブ
ラ
ン
ド
化
で
き
る
時

代
で
は
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

福祉教育委員会

10/1（ 水 ） 〜 10/3（ 金 ）

委 員 長 木村かほり
副委員長 両 角 直 樹
委　　員 野 沢 明 夫
委　　員 伊 藤　 勝
委　　員 両 角 実 晃

　
す
べ
て
の
人
が
交
流
す
る
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
、学
校
の
あ
り
方
の
参
考
、

重
層
的
支
援
体
制
の
事
例
研
究
等
を
目
的

に
兵
庫
県
神
戸
市
、
大
阪
府
貝
塚
市
、
三

重
県
伊
賀
市
へ
の
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

兵
庫
県
神
戸
市

視
察
先

視
察
内
容

・�

し
あ
わ
せ
の
村

　
神
戸
市
﹁
し
あ
わ
せ
の
村
﹂
は
、
福
祉

と
都
市
公
園
を
融
合
し
た
総
合
福
祉
ゾ
ー

ン
で
あ
り
、
２
０
５
ha
の
広
大
な
敷
地
に

温
泉
・
ス
ポ
ー
ツ
・
研
修
・
宿
泊
・
商
業
施

設
と
、高
齢
者・障
害
者
の
医
療
福
祉
施
設
が

併
設
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
で
す
。
市
民
福

祉
条
例
の
理
念
に
基
づ
き
、
多
世
代
・
多
様

な
市
民
が
同
じ
空
間
で
交
流
す
る
﹁
ご
ち
ゃ

ま
ぜ
﹂
の
環
境
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、
料
金

減
免
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
、
障
害
者
雇
用
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
用
な
ど
ソ
フ
ト
面
も
充
実

し
て
い
ま
す
。
課
題
と
し
て
は
、
利
用
者
の

地
理
的
偏
り
、
広
大
な
施
設
ゆ
え
の
維
持
管

理
・
修
繕
費
の
将
来
負
担
が
あ
り
ま
す
。

　

茅
野
市
へ
の
応
用
と
し
て
は
、
運
動
公

園
・
諏
訪
中
央
病
院
・
介
護
施
設
・
商
業
施

設
が
近
接
し
て
い
る
点
が
強
み
で
あ
り
、
小

規
模
で
も
﹁
福
祉
施
設
×
公
共
施
設
×
交
流

機
能
﹂
の
融
合
を
進
め
る
余
地
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
高
齢
者
・
障
害
者
と
子
ど

も
、
若
者
が
自
然
に
交
わ
る
仕
組
み
づ
く

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
障
害
者
就
労
の
導
入

﹁
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
﹂
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、
す
べ
て
の
市
民
が
活
動
し
や
す
い
都

市
公
園
・
公
共
空
間
の
形
成
に
つ
な
げ
ら
れ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

大
阪
府
貝
塚
市

視
察
先

視
察
内
容

・�

二
色
学
園
に
つ
い
て

　
貝
塚
市
の
二
色
学
園
は
、
小
中
と
も
１
学

年
１
学
級
と
な
っ
た
地
域
で
、
住
民
の
﹁
地

元
の
学
校
を
残
し
た
い
﹂
と
い
う
強
い
意
向

を
背
景
に
、
小
中
一
貫
教
育
の
実
績
を
踏
ま

え
て
義
務
教
育
学
校
と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。

小
中
の
教
員
が
同

じ
職
員
室
で
連
携

し
、
９
年
間
を
通

し
た
系
統
的
な
学

び
、﹁
持
ち
味
学

習
﹂
な
ど
個
を
尊

重
す
る
教
育
、
地

域
連
携
の
探
究
活

動
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
縦
割
り
の
学
習
や
一
体
感
が
児
童
の

安
心
に
つ
な
が
り
、
小
規
模
校
の
強
み
を
生
か

し
た
教
育
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

内
で
は
少
人
数
特
認
校
も
あ
り
、
地
域
に
合
っ

た
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
茅
野
市
で
は
小
中
一
貫
教
育
を
掲
げ
て
お
り
、

永
明
小
中
学
校
の
よ
う
な
施
設
一
体
型
の
学
校

か
ら
義
務
教
育
学
校
へ
の
移
行
を
検
討
す
る
余

地
が
あ
り
ま
す
。
特
に
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の
軽
減
、

教
員
連
携
の
強
化
、
９
年
間
の
継
続
し
た
学
び

と
い
っ
た
利
点
は
市
内
で
も
十
分
応
用
可
能
で

す
。
一
方
、
中
山
間
地
域
を
多
く
抱
え
る
茅
野

市
で
は
、
地
域
の
地
理
条
件
や
通
学
手
段
の
課

題
か
ら
、
全
市
一
律
の
義
務
教
育
学
校
化
は
現

実
的
で
は
な
く
、
小
規
模
地
域
で
の
モ
デ
ル
校

づ
く
り
な
ど
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
段
階
的
再

編
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

三
重
県
伊
賀
市

視
察
先

視
察
内
容

・�

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ
い
て

　
伊
賀
市
は
、
長
年
の
地
域
福
祉
計
画
の
積
み

上
げ
を
基
盤
に
、
重
層
的
支
援
体
制
を
全
世

代
・
全
課
題
対
応
型
で
構
築
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
、
小
学
校
区
ご
と
に
配
置
さ
れ
た
地
域

福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
、
39
地
区
中
38

地
区
に
設
置
さ
れ
た
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
が
、
自
治
会
・
民
生
委
員
・
企
業
・

住
民
の
連
携
に
よ
る
実
効
性
あ
る
地
域
支
援

を
進
め
て
い
る
点
が
大
き
な
強
み
で
す
。
子

ど
も
の
第
三
の
居
場
所
﹁
い
が
っ
こ
の
家
﹂

で
は
、
学
習
支
援
や
生
活
支
援
を
含
む
包
括

的
な
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
運
営

費
や
人
材
不
足
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
茅
野
市
に
お
い
て
は
地
域
包
括
ケ
ア
や
社

協
の
生
活
支
援
事
業
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
の
連
携
な
ど
の
基
盤
は
既
に
存
在
し
て
い

ま
す
。
今
後
の
展
開
と
し
て
は
、
地
域
福
祉

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
よ
う
な
協
議
体
の
整

備
、
相
談
支
援
包
括
化
推
進
員
の
よ
う
な
調

整
役
の
配
置
が
効
果
的
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
企
業
連
携
に
よ
る
支
援
拡
充
、
民
間

の
担
い
手
不
足
に
対
応
す
る
仕
組
み
づ
く
り
、

子
ど
も
支
援
を
社
協
事
業
と
統
合
的
に
進
め

る
体
制
整
備
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
蓼
科
や
別

荘
地
な
ど
支
援

が
届
き
に
く
い

地
域
へ
の
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
強
化

が
、
茅
野
市
の

重
層
的
支
援
の

核
心
に
な
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
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定例会委員会審査

予
算
決
算
委
員
会
（
12
月
11
日
）

委
員
長　

木
村　
明
美

議
案
第
90
号

令
和
７
年
度
茅
野
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に

つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
億
３
︐４
９
６
万

４
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
１
５
億
２
︐７
５
４
万
５
千
円
と
す
る
も

の
。

全会
一致で

可
決

議
案
第
91
号

令
和
７
年
度
茅
野
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
０
０
万
２
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
50
億

２
︐２
５
７
万
２
千
円
と
す
る
も
の
。

議
案
第
92
号

令
和
７
年
度
茅
野
市
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て

　

債
務
負
担
行
為
の
補
正
で
、
３
事
業
を

追
加
す
る
も
の
。

議
案
第
93
号

令
和
７
年
度
茅
野
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に

つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
︐１
２
６
万
７
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
１
５

億
５
︐８
８
１
万
２
千
円
と
す
る
も
の
。

総
務
環
境
委
員
会
（
12
月
12
日
）

委
員
長　

梯　
泰
弘

議
案
第
72
号

辺
地
に
係
る
総
合 

整
備
計
画
に
つ
い
て

　
辺
地
法
の
規
定
に
よ
る
総
合
整
備
計
画
の

策
定
に
当
た
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
で
、
今
回
は
白
樺
湖
辺
地
の
総
合
整
備
計

画
。問

辺
地
に
関
わ
る
事
業
は
、
こ
れ
で
完
結

と
い
う
こ
と
で
よ
い
か
。

全会
一致で

可
決

全会
一致で

可
決

全会
一致で

可
決

全会
一致で
修
正可決

答
今
回
提
出
し
た
事
業
は
、
現
時
点
で
の

も
の
で
あ
り
、
今
後
、
追
加
ま
た
は
変

更
す
る
場
合
に
は
改
め
て
議
会
に
諮
る
。

問
計
画
書
の
白
樺
湖
南
側
駐
車
場
と
は

ど
こ
か
。

答
白
樺
湖
す
ず
ら
ん
の
湯
と
神
社
と
の
間

に
あ
る
駐
車
場
。

修
正
案
審
査
の
中
で
計
画
書
の
一
部
に
誤
字

が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、

委
員
か
ら
修
正
案
が
提
出
さ
れ
た
。

議
案
第
73
号

令
和
７
年
度
旧
永
明
小
学
校

解
体
工
事
（
債
務
負
担
）
の

請
負
契
約
に
つ
い
て

　
永
明
小
中
学
校
の
建
替
え
に
伴
う
旧
校
舎

解
体
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
た
め
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

問
仕
様
書
に
あ
る
発
生
土
の
搬
出
先
は

ど
こ
か
。

答
処
理
す
る
会
社
は
株
式
会
社
昌
栄
、
搬

出
先
は
原
村
地
籍
。

議
案
第
74
号

令
和
６
年
度
永
明
小
中
学
校

ア
リ
ー
ナ
建
設
建
築
主
体
工
事

の
変
更
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
永
明
小
中
学
校
ア
リ
ー
ナ
建
設
建
築
主
体

工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
請
負
金
額
を

変
更
す
る
た
め
、議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

問
学
校
職
員
と
の
協
議
に
よ
り
新
た
な

フ
ェ
ン
ス
が
必
要
と
な
っ
た
と
の
こ
と

だ
が
、
な
ぜ
こ
の
時
期
に
な
っ
た
の
か
。

答
当
初
か
ら
協
議
を
し
て
き
た
が
、
駐
車

場
の
位
置
が
変
更
に
な
っ
た
た
め
、
段

階
的
に
話
を
進
め
る
中
で
こ
の
時
期
と
な
っ

た
。

全会
一致で

可
決

全会
一致で

可
決

議
案
第
87
号

茅
野
市
組
織
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
令
和
８
年
度
４
月
の
組
織
改
正
に
伴
い
、

関
係
条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
も
の
。

問
組
織
に
関
す
る
業
務
が
総
務
部
か
ら
企

画
部
に
移
る
が
、
以
前
に
総
務
部
か
ら

企
画
部
へ
移
し
て
い
る
。
本
来
的
に
ど
ち
ら

が
正
し
い
の
か
。

答
正
解
は
な
い
。
今
回
は
第
６
次
総
合
計

画
が
で
き
、
事
務
事
業
評
価
が
再
開
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
計
画
の
推
進
と
共
に
、

評
価
結
果
を
組
織
体
制
に
反
映
す
る
た
め
に

企
画
部
が
担
う
こ
と
が
最
適
と
考
え
た
。

ま
た
、
企
画
部
に
は
Ｄ
Ｘ
推
進
課
が
あ
り
、

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
業
務
改
善
も
一
体
的

に
進
め
て
行
き
た
い
。

問
事
務
事
業
評
価
と
行
財
政
改
革
は
連
動

す
る
と
思
う
が
、
総
務
部
に
行
財
政
改

革
を
残
す
理
由
と
今
後
の
体
制
は
ど
う
考
え

る
か
。

答
行
財
政
改
革
は
、
ま
ず
財
政
面
か
ら

取
り
組
む
た
め
に
総
務
部
に
移
し
た
。

新
た
な
事
務
事
業
評
価
の
結
果
が
出
て
き
た

段
階
で
行
政
面
か
ら
の
見
直
し
に
入
る
の
で
、

今
後
の
体
制
に
つ
い
て
は
そ
の
時
に
検
討
す

る
。問

宮
川
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

機
能
を
中
央
公
民
館
に
移
す
が
、
建
物

や
備
品
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
建
物
は
残
し
、
貸
館
は
継
続
す
る
。
コ

ピ
ー
機
が
不
要
と
な
る
の
で
契
約
解
除

す
る
。
什
器
は
移
す
物
と
、
そ
の
ま
ま
残
し

て
活
用
す
る
物
と
が
あ
る
。
処
分
す
る
物
は

な
い
。

全会
一致で

可
決

12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
12
月
定
例
会
で
は
、
市
提
出
議
案
22
件
、

議
員
提
出
議
案
４
件
、
陳
情
３
件
を
審
議
し

ま
し
た
。

　
各
常
任
委
員
会
で
は
、
委
員
会
付
託
を
省

略
し
た
議
案
を
除
き
、
各
議
案
、
陳
情
を
審

査
し
ま
し
た
。

委
員
会
に
お
け
る

主
な
議
案
の
審
査

　
茅
野
市
議
会
令
和
７
年
12
月
定
例
会

は
、
11
月
28
日
（
金
）
か
ら

12
月
19
日
（
金
）
ま
で
の

会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
12
月
定
例
会
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問（
第
75
号
）
道
が
狭
い
と
い
う
印
象
を
感

じ
た
。
開
発
す
る
前
に
市
に

情
報
が
あ
れ
ば
、
市
と
し
て
、
も
う
少
し
直

線
的
な
道
を
、
と
い
う
指
導
は
で
き
る
も
の

な
の
か
。

答（
第
75
号
）
指
導
は
で
き
る
と
は
思
う
が
、

開
発
業
者
は
区
画
割
等
も
勘

案
す
る
中
で
配
置
を
し
て
い
る
。
極
端
な
場

合
で
あ
れ
ば
意
見
を
し
た
い
が
、
状
況
を
見

な
が
ら
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。

議
案
第
78
号

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

（
ち
の
塚
原
地
籍
）

議
案
第
79
号

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

（
湖
東
上
菅
沢
地
籍
）

議
案
第
80
号

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

（
米
沢
北
大
塩
地
籍
）

　
道
路
法
第
10
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、

市
道
路
線
を
廃
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

問（
第
79
号
）
今
回
は
付
替
え
に
よ
る
廃
止

と
の
こ
と
。
単
な
る
廃
止
の

場
合
は
対
価
で
精
算
し
払
い
下
げ
る
が
、
付

替
え
の
場
合
の
清
算
方
法
は
ど
う
な
る
か
。

答（
第
79
号
）
付
替
え
は
基
本
的
に
は
同
等

面
積
以
上
を
市
に
提
供
し
て

い
た
だ
く
。
市
へ
提
供
す
る
土
地
の
方
が
小

さ
い
場
合
が
あ
れ
ば
差
の
面
積
分
を
対
価
で

清
算
し
払
い
下
げ
る
こ
と
に
な
る
。

議
案
第
83
号

茅
野
市
茅
野
駅
前
賑
わ
い
交

流
拠
点
施
設
条
例
に
つ
い
て

全会一致で 可
決

全会
一致で

可
決

経
済
建
設
委
員
会
（
12
月
15
日
）

委
員
長　

小
尾　
一
郎

議
案
第
75
号

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

（
ち
の
上
原
地
籍
）

議
案
第
76
号

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

（
ち
の
塚
原
地
籍
）

議
案
第
77
号

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

（
湖
東
中
村
地
籍
）

　
道
路
法
第
８
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、

宅
地
開
発
に
伴
う
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

問（
第
75
号
）
基
準
を
満
た
し
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
ク
ラ
ン
ク
が
多

く
狭
い
印
象
を
受
け
た
。
除
雪
時
の
雪
の
や

り
場
も
無
い
感
じ
が
し
た
。
何
か
考
慮
す
る

必
要
が
基
準
に
は
無
い
の
か
。

答（
第
75
号
）
生
活
道
路
な
の
で
そ
う
い
っ

た
基
準
は
特
に
な
い
。
幹
線

で
も
な
い
の
で
、
除
雪
は
居
住
者
で
対
応
し

て
い
た
だ
く
一
般
的
な
対
応
と
な
る
。

全会一致で 可
決

　
茅
野
市
の

玄
関
口
で
あ

る
茅
野
駅
周

辺
エ
リ
ア
に

お
い
て
、
人

の
交
流
や
ま

ち
の
賑
わ
い

の
促
進
を
図

る
拠
点
と
な

る
茅
野
市
茅

野
駅
前
賑
わ

い
交
流
拠
点

施
設
を
設
置
す
る
も
の
。

問
オ
フ
ィ
ス
の
区
割
の
一
部
が
斜
め
に

な
っ
て
い
る
理
由
は
何
か
。

答
入
口
が
広
く
奥
に
狭
ま
っ
て
い
く
形
が

人
を
呼
び
込
む
動
線
と
し
て
入
り
や
す

い
の
で
そ
う
い
う
意
図
で
あ
る
。

問
利
用
料
減
免
の
規
定
に
あ
る
特
別
の

事
由
と
は
何
か
。

答
現
時
点
で
具
体
的
な
想
定
は
な
い
。

問
指
定
管
理
に
関
す
る
費
用
負
担
に
つ
い

て
は
条
例
で
規
定
し
な
い
の
か
。

答
指
定
管
理
者
の
決
定
後
に
指
定
管
理
者

と
の
協
定
や
契
約
の
中
で
規
定
す
る
。

問
運
営
が
赤
字
の
場
合
に
50
％
を
上
限
に

補
填
す
る
と
あ
っ
た
が
、
金
額
の
上
限

が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
辺
は
契
約
に

進
む
前
に
何
か
規
定
化
す
る
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。
条
例
を
提
案
す
る
に
当
た
り
、

専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
る
の
か
。

答
会
計
事
務
所
に
は
相
談
し
て
お
り
、
特

に
問
題
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
上
限

に
つ
い
て
は
契
約
の
段
階
で
精
査
し
た
い
。

問
利
用
料
は
２
階
の
ワ
ー
ク
ラ
ボ
と
類
似

し
た
設
定
な
の
か
。
ま
た
、
フ
ー
ド

ホ
ー
ル
と
リ
ビ
ン
グ
エ
リ
ア
で
は
位
置
条
件

に
よ
る
金
額
の
差
が
あ
る
の
か
。

答
利
用
料
は
、
ワ
ー
ク
ラ
ボ
と
比
べ
、
オ

フ
ィ
ス
は
高
い
設
定
、
会
議
室
と
ロ
ッ

カ
ー
は
同
程
度
に
設
定
し
て
い
る
。
ワ
ー
ク

ラ
ボ
は
、
働
く
実
験
室
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
元
、

あ
ら
ゆ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
の
で
、

２
階
か
ら
１
階
に
移
転
を
し
て
も
ら
っ
て
新

陳
代
謝
が
図
れ
る
よ
う
な
形
に
な
れ
ば
い
い

と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
料
金
は
位
置
に
よ

る
設
定
で
は
な
く
、
エ
リ
ア
・
ゾ
ー
ン
ご
と

目
的
に
よ
り
設
定
し
て
い
る
。

問
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
横
の
扉
は
、
普
段
は

そ
の
ま
ま
出
入
り
で
き
る
の
か
。

答
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
稼
働
し
て
い
る
時

は
自
由
に
歩
き
回
れ
る
エ
リ
ア
に
な
る
。

問
赤
字
の
場
合
の
補
填
に
関
し
て
、
光
熱

水
費
も
赤
字
額
の
算
定
に
含
ま
れ
る
の

か
。
ま
た
、
赤
字
額
は
６
０
０
万
が
最
大
と

い
う
こ
と
か
。

答
光
熱
水
費
は
、
指
定
管
理
者
の
運
営
費

用
の
中
に
含
ま
れ
る
の
で
、
そ
こ
で

赤
字
黒
字
を
判
断
す
る
。
ま
た
、
事
業
者
の

決
算
上
の
純
利
益
に
基
づ
く
形
に
な
る
。

問
２
階
の
新
陳
代
謝
が
進
む
と
い
う
話

だ
っ
た
が
、
１
階
の
方
が
利
用
料
が
高

い
と
な
る
と
、
２
階
の
人
た
ち
が
あ
え
て
料

金
の
高
い
方
へ
移
動
し
て
く
れ
る
の
か
ど
う

か
。
移
動
し
て
く
れ
な
け
れ
ば
新
陳
代
謝
も

進
ま
な
い
が
、
１
階
を
高
く
設
定
し
て
い
る

理
由
は
何
か
。
本
当
に
１
階
に
移
動
し
て
く

れ
る
の
か
心
配
だ
。

答
２
階
は
新
た
に
起
業
す
る
よ
う
な
会
社

に
入
居
し
て
も
ら
い
、
１
階
は
駅
前
交

流
の
た
め
の
事
業
を
展
開
す
る
た
め
に
入
居

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
住
み
分
け
し
て
設
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
１
階
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

茅野駅前賑わい交流拠点施設イメージ

宮川地区コミュニティセンター
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さ
れ
る
ま
で
﹁
２
割
特
例
﹂
と
﹁
８
割
控

除
﹂
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
を
政
府
関

係
機
関
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
。

　
委
員
会
で
の
意
見　

○ 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
今
ま
で
の
免
税

対
象
者
も
消
費
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
庶
民
に
と
て
も
厳
し
い
制
度

だ
と
思
う
。
払
い
切
れ
な
く
な
り
事
業

を
廃
止
す
る
１
人
親
方
や
請
負
の
方
も

出
て
く
る
。
10
割
に
な
っ
た
ら
払
い
切

れ
な
く
な
っ
て
、
廃
業
せ
ざ
る
を
え
な

い
立
場
に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
と
非
常
に
危
惧
す
る
の
で
採

択
。

○ 
２
割
特
例
と
８
割
控
除
の
継
続
を
求
め

る
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
た
だ
し
、
本

案
は
加
え
て
消
費
税
減
税
と
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
廃
止
の
意
見
が
１
つ
に
ま
と
め

ら
れ
て
お
り
、
意
見
書
と
し
て
要
望
が

大
き
過
ぎ
る
と
感
じ
る
。
ま
た
、
参
議

院
選
挙
で
の
結
果
、
与
党
が
過
半
数
割

れ
と
な
っ
た
の
が
消
費
税
減
税
と
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
廃
止
の
民
意
だ
と
書
か
れ

て
い
る
が
、
今
回
の
民
意
は
１
０
３
万

円
の
壁
の
問
題
だ
と
感
じ
る
。
従
っ
て

陳
情
全
体
と
し
て
賛
成
で
き
な
い
の
で

不
採
択
。

○ 

誰
も
が
消
費
税
を
負
担
し
つ
つ
生
活
し

て
い
る
。
陳
情
趣
旨
等
か
ら
中
小
企
業

だ
か
ら
と
い
う
限
定
的
な
理
由
が
見
え

て
こ
な
い
。
中
小
企
業
に
限
定
さ
れ
る

事
象
が
現
に
あ
り
、
そ
れ
が
回
避
さ
れ

る
ま
で
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
納
得
で

き
る
が
、
そ
う
で
な
い
と
す
れ
ば
、
原

則
に
立
ち
返
っ
て
、
消
費
税
は
現
状
の

ル
ー
ル
の
中
で
支
払
う
の
が
税
の
公
平

性
だ
と
思
う
の
で
不
採
択
。

交
流
で
あ
り
、
市
内
外
の
企
業
が
集
ま
る
見

込
み
な
の
で
、
１
階
に
移
動
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
企
業
間
の
交
流
が
で
き
る
。
販
売
促

進
や
企
業
の
発
展
を
図
る
た
め
に
、
家
賃
の

高
い
方
へ
行
っ
て
活
動
し
た
い
企
業
が
あ
れ

ば
移
る
の
で
は
な
い
か
。

問
１
・
２
階
の
連
携
や
相
乗
効
果
で
空
き

ス
ペ
ー
ス
が
う
ま
く
活
用
さ
れ
る
と
い

い
が
、
そ
こ
の
部
分
が
心
配
で
あ
る
。

答
１
・
２
階
の
企
業
間
の
交
流
、
連
携
は

必
要
だ
が
、
２
階
の
入
居
企
業
は
１
階

の
整
備
に
関
す
る
詳
細
を
ま
だ
知
ら
な
い
の

で
今
後
説
明
を
し
て
行
く
。

問
休
館
日
と
利
用
時
間
だ
が
、
年
末
年
始

以
外
は
す
べ
て
開
館
し
、
時
間
も
毎
日

10
時
か
ら
８
時
半
ま
で
と
い
う
こ
と
か
。

答
休
館
日
は
基
本
的
に
は
そ
の
よ
う
に
な

る
が
、
使
い
方
に
よ
っ
て
変
更
で
き
る

規
定
に
し
て
い
る
。
時
間
に
つ
い
て
も
周
囲

と
物
理
的
に
仕
切
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
で
同
様
で
あ
る
。

問
共
創
ラ
ウ
ン
ジ
は
ど
の
よ
う
な
管
理
方

法
を
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
オ

フ
ィ
ス
料
金
の
周
辺
相
場
は
検
討
し
た
か
。

答
共
創
ラ
ウ
ン
ジ
の
管
理
方
法
は
、
ま
だ

詳
細
を
詰
め
切
れ
て
い
な
い
。
家
賃
に

つ
い
て
は
他
市
町
村
の
家
賃
も
同
じ
よ
う
な

単
価
で
あ
る
。
な
お
、
オ
フ
ィ
ス
の
入
居
者

は
共
創
ラ
ウ
ン
ジ
の
会
員
権
を
付
与
さ
れ
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

陳
情
12

消
費
税
減
税
と
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で

「
２
割
特
例
」
と
「
８
割
控

除
」
の
継
続
を
求
め
る
陳
情

　
消
費
税
減
税
と
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
廃
止
賛成
少数で

不
採
択

○ 

２
割
特
例
と
８
割
控
除
の
継
続
を
求
め
る

と
い
う
の
は
大
変
よ
く
分
か
る
が
、
こ
の

陳
情
が
本
当
に
求
め
て
い
る
中
身
は
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
の
見
直
し
だ
と
思
う
。
趣
旨

と
中
身
が
ず
れ
て
い
る
の
で
不
採
択
。

○ 

中
小
企
業
に
寄
り
添
っ
た
内
容
に
な
っ
て

い
る
が
、
意
見
書
の
文
面
が
茅
野
市
議
会

と
い
う
組
織
が
上
げ
て
い
く
も
の
と
し
て

は
合
わ
な
い
と
思
う
た
め
不
採
択
。

福
祉
教
育
委
員
会
（
12
月
15
日
）

委
員
長　

木
村　
か
ほ
り

議
案
第
81
号

諏
訪
中
央
病
院
組
合
規
約
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

　
泉
野
診
療
所
の
閉
所
に
係
る
関
係
規
定
を

整
理
す
る
た
め
の
も
の
。

議
案
第
82
号

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
の
期
間
の
変
更
に
つ
い

て
　
令
和
２
年
12
月
茅
野
市
議
会
定
例
会
に
お

い
て
可
決
さ
れ
た
議
案
﹁
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
﹂
の
指
定
管
理
者

の
指
定
の
期
間
を
変
更
す
る
も
の
。

議
案
第
84
号

茅
野
市
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
に
つ

い
て

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
規
定
に
よ
り
、

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

全会
一致で

可
決

全会
一致で

可
決

全会
一致で

可
決

関
す
る
基
準
を
定

め
る
た
め
の
も
の
。

問
本
制
度
の
実

施
に
伴
う
、

施
設
整
備
や
改
修

に
係
る
財
政
的
負

担
は
ど
の
程
度
見

込
ま
れ
る
の
か
。

ま
た
、
国
の
財
政

支
援
は
あ
る
の
か
。

答
今
回
は
泉
野

保
育
園
の
空

き
部
屋
を
活
用
す
る
た
め
、
改
修
費
用
は
発
生

し
な
い
。
改
修
が
必
要
な
場
合
は
国
・
県
の
補

助
制
度
が
あ
る
。

問
利
用
見
込
み
は
何
人
か
。
ま
た
、
実
施
場

所
が
泉
野
保
育
園
と
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

答
対
象
と
な
る
３
歳
未
満
児
は
、
年
齢
ご
と

に
約
百
名
お
り
、
そ
の
内
の
月
16
名
程
度

の
利
用
を
見
込
ん
で
い
る
。
実
施
場
所
に
つ
い

て
は
、
市
街
地
で
は
空
き
部
屋
の
確
保
が
難
し

く
、
空
き
部
屋
が
あ
り
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

泉
野
保
育
園
を
選
定
し
た
。

問
利
用
形
態
が
短
時
間
で
細
切
れ
だ
が
、
子

ど
も
へ
の
影
響
や
制
度
の
実
効
性
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
本
制
度
は
月
10
時
間
を
上
限
と
し
、
１
時

間
単
位
で
柔
軟
に
利
用
で
き
る
仕
組
み
。

一
時
保
育
や
既
存
の
子
育
て
支
援
事
業
と
併
せ
、

子
ど
も
の
社
会
性
を
育
む
機
会
の
一
つ
と
し
て

位
置
付
け
て
い
る
。

問
保
育
士
配
置
の
体
制
や
基
準
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

答
当
初
は
短
時
間
勤
務
の
パ
ー
ト
保
育
士
を

配
置
し
、
配
置
基
準
は
０
歳
児
に
準
じ
、

保
育
士
１
人
に
つ
き
、
子
ど
も
３
人
ま
で
の
受

入
れ
を
予
定
し
て
い
る
。

泉野保育園
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面
の
支
援
策
と
し
て
、
２
０
２
５
年
度
中
に

全
額
公
費
に
よ
る
賃
上
げ
支
援
策
の
実
行
を

求
め
る
こ
と
を
意
見
書
と
し
て
政
府
関
係
機

関
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
。

　
委
員
会
で
の
意
見　

○ 

診
療
報
酬
は
、
国
で
検
討
が
進
ん
で
お
り
、

す
べ
て
を
一
律
に
10
％
以
上
引
き
上
げ
る

要
求
は
過
大
だ
。
分
野
ご
と
に
丁
寧
な
検

証
が
必
要
で
あ
る
た
め
不
採
択
。

○ 

医
療
・
介
護
・
障
害
福
祉
の
現
場
は
深
刻

な
人
手
不
足
や
経
営
難
に
直
面
し
て
お
り
、

現
場
の
切
実
な
声
を
国
に
届
け
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
分
野
の
サ
ー
ビ

ス
報
酬
は
相
互
に
関
連
し
て
お
り
、
切
り

離
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
制
度

改
善
を
求
め
る
姿
勢
を
国
に
示
す
こ
と
は

妥
当
な
の
で
採
択
。

陳
情
16

小
中
学
校
の
給
食
費
の
無
償

と
現
行
学
校
給
食
の
質
及
び

仕
組
み
の
維
持
と
向
上
を
求

め
る
陳
情
書

　
小
中
学
校
の
給
食
費
を
全
額
国
費
で
無
償

に
す
る
こ
と
と
学
校
給
食
の
質
を
低
下
さ
せ

る
よ
う
な
制
度
に
し
な
い
こ
と
を
意
見
書
と

し
て
政
府
関
係
機
関
に
提
出
す
る
こ
と
を
求

め
る
陳
情
。

　
委
員
会
で
の
意
見　

○ 

無
償
化
は
地
方
負
担
を
前
提
と
し
て
い
る

が
、
国
に
要
望
を
上
げ
、
財
源
の
考
慮
を

求
め
る
こ
と
は
妥
当
な
の
で
採
択
。

○ 

無
償
化
と
共
に
、
長
年
培
っ
た
茅
野
市
の

自
校
給
食
の
質
と
安
全
を
守
る
た
め
の
陳

情
で
あ
り
、
長
年
の
市
民
運
動
に
よ
り
国

で
無
償
化
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

も
の
で
あ
る
た
め
採
択
。

賛成
少数で

不
採
択

〇 

現
段
階
で
国
の
無
償
化
の
制
度
内
容
が

不
明
確
で
あ
り
、
全
額
無
償
化
を
前
提
に

意
見
書
を
出
す
の
は
適
切
で
な
い
の
で
不

採
択
。

○ 

茅
野
市
は
、
自
校
給
食
・
完
全
給
食
を
実

施
し
て
お
り
、
無
償
化
だ
け
で
は
現
在
の

給
食
の
質
を
維
持
で
き
ず
、
費
用
負
担
の

調
整
が
必
要
と
な
る
た
め
、
無
償
化
を
前

面
に
出
す
こ
と
は
誤
解
や
混
乱
を
招
く
可

能
性
が
あ
る
た
め
不
採
択
。

議
第
20
号

医
療
費
助
成
に
係
る
国
民
健

康
保
険
の
国
庫
負
担
減
額
調

整
措
置
を
全
て
廃
止
し
、
福

祉
医
療
給
付
制
度
を
国
の
制

度
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書

　
自
治
体
が
実
施
し
て
い
る
福
祉
医
療
給
付

制
度
を
国
の
制
度
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
及

び
子
ど
も
医
療
費
助
成
に
係
る
国
民
健
康
保

険
の
国
庫
負
担
減
額
調
整
措
置
の
廃
止
同
様

に
、
障
が
い
者
等
そ
の
他
の
医
療
費
助
成
に

係
る
減
額
調
整
措
置
を
全
て
廃
止
す
る
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
案
。

　
反
対
討
論　

　

福
祉
医
療
給
付
制
度
は
市
町
村
ご
と
に

細
か
く
定
め
ら
れ
て
お
り
、
国
の
制
度
と
し

て
一
律
に
実
施
す
る
の
は
制
度
面
、
財
源
面

で
困
難
で
あ
る
の
で
反
対
。

　
賛
成
討
論　

　
国
保
の
子
ど
も
医
療
費
や
障
害
者
医
療
に

は
、
国
の
制
度
上
の
制
約
が
あ
り
、
十
分
な

福
祉
医
療
で
は
な
い
。
福
祉
医
療
の
充
実
を

図
る
必
要
が
あ
る
の
で
賛
成
。

賛成少数で 否
決

議
第
21
号

令
和
８
年
度
診
療
報
酬
改
定

で
大
幅
引
き
上
げ
を
求
め
る

意
見
書

　
令
和
８
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
大
幅
引
き

上
げ
を
求
め
る
意
見
書
案
。

　
反
対
討
論　

　
市
民
は
医
療
を
受
け
る
立
場
で
あ
り
、
診

療
費
や
保
険
料
の
負
担
増
を
抑
え
る
具
体
策

が
示
さ
れ
て
い
な
い
現
段
階
で
は
反
対
。

　
賛
成
討
論　

　
多
く
の
病
院
が
赤
字
経
営
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
要
因
に
国
の
診
療
報
酬
制
度
が
あ
る
。

病
院
の
努
力
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
地
域

医
療
を
守
る
た
め
に
も
国
に
制
度
改
善
を
求

め
る
必
要
が
あ
る
た
め
賛
成
。

賛成
多数で

可
決

議
案
第
85
号

茅
野
市
保
育
所
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
実
施
に
当
た
り
、

関
係
規
定
を
整
備
す
る
た
め
の
も
の
。

議
案
第
86
号

茅
野
市
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
児
童
福
祉
法
等
の
関
係
法
令
の
改
正
に
伴

い
、
関
係
規
定
を
整
備
す
る
た
め
の
も
の
。

議
案
第
89
号

茅
野
市
ふ
れ
あ
い
保
健
福
祉

事
業
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
機
能
訓
練
事
業
の
廃
止
及
び
字
句
の
整
理

を
行
う
た
め
の
も
の
。

陳
情
11

診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
及
び

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬

10
％
以
上
の
引
き
上
げ
を
求

め
る
陳
情
書

　
２
０
２
６
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
と
合
わ

せ
、
１
年
前
倒
し
で
介
護
・
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
報
酬
改
定
を
実
施
す
る
こ
と
と
す
べ

て
の
医
療
機
関
と
介
護
・
福
祉
事
業
所
の
物

価
高
騰
対
策
も
含
め
て
、
各
10
％
以
上
の
引

き
上
げ
改
定
を
実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
、
当

全会
一致で

可
決全会一致で 可

決
全会
一致で

可
決

賛成
多数で

採
択

　
茅
野
市
議
会
第
３
回
臨
時
会
を
令
和

７
年
10
月
22
日
（
水
）
に
開
催
し
ま
し

た
。
第
３
回
臨
時
会
で
は
、
市
側
か
ら

提
出
さ
れ
た
議
案
１
件
の
審
議
を
行
い

ま
し
た
。

令
和
７
年
第
3
回
臨
時
会

議
案
第
71
号

令
和
７
年
度
茅
野
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
︐０
０
０
万
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
０
９
億

９
︐２
５
８
万
１
千
円
と
す
る
も
の
。

→

予
算
決
算
委
員
会
に
付
託
し
、

　
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。



9　　ちの市議会だより　第 56 号

令和 7 年 12 月定例会一般質問通告一覧 ①
 一般質問における実際のやりとり、市側の答弁については、記載の QR コードから動画でご覧いただけます。

質問者 件　　　名 小項目・動画 QR コード

佐々木　美智子

1
高齢化社会における「移動
の権利」確保と地域連携の
在り方

（1） 現行のオンデマンド交通のシステムの評価と課題認識について
（2） 他自治体事例との比較・新システム導入の可能性について
（3） 移動支援を “ 福祉政策 ” として捉える視点 について
（4） 地域・民間との連携による新しい仕組みづくりについて

　
2

学校の未来等とまちの将来
像を見据えたまちづくりの
再設計および全庁的な業務
の最適化に向けた考え方

（1） 学校再編をまちづくり全体の課題として捉える視点について
（2） 庁内横断的な体制の構築について
（3） 職員の業務負担と組織としての支援体制について

望月　克治

3 宮川小学校のトイレについて

　

（1） トイレの臭いの問題の解決策は検討していますか

4
スワコエイトピークスミド
ルトライアスロン 2025
大会について

（1） 農業関係者からの意見は届いていますか
（2） 来年度はコースが変わり、農業地域を通るコースとなるよう

ですが、地域から何らかの意見は出ていますか
（3） 原村も農業地域を通るコースとなりますが、意見交換はして

いますか

5 デジタル田園健康特区の現
状について

（1） 「心不全患者の再入院予防のための遠隔看護の普及に向けた
調査」は問題なく進んでいますか

（2） 「大型ドローンでの山岳エリアの物資輸送サービス構築に向
けた調査」の結果はでましたか

両角　直樹

6

人口減少が続く状況の中、
生産年齢人口（15 歳から
64 歳）の減少を食い止め
るための施策について

（1） 交流人口・関係人口創出のための施策について
（2） Ｉターン・Ｕターン促進などの移住・定住施策について
（3） 働く場所を創出するための企業誘致について
（4） 公立諏訪東京理科大学の学生の市内企業への就職について
（5） 今後、増加が見込まれる外国人労働者への対応について 　

竹内　巧

7
誰にとっても心地よい、活
気ある茅野駅周辺を目指し
て 　

（1） 駅及び駅周辺に求めるもの、求められるものについて
（2） 駅周辺を活性化するためのソフト面からの取組について
（3） 交通の結節点であることを生かした賑わい創出の手法について
（4） ベルビア出張所の機能の見直しについて
（5） 今後の市民館図書室のあり方について
（6） 駅周辺の賑わいを創出するための推進体制について

木村　明美

8 地区こども館と図書館分室
の今後のあり方について

（1） 地区こども館の開館時間の変更案が出された経緯について
（2） 地区こども館のあり方検討について
（3） 図書館分室のあり方について
（4） 地区こども館職員の働き方について 　

机　博文

9 有害鳥獣被害対策の現状と
対応について

　

（1） 茅野市における被害状況と対応策について
（2） 茅野市鳥獣被害防止計画の進捗状況について
（3） ニホンザルの被害対策事業と今後の対応について
（4） 長野県の「ツキノワグマ出没時対応マニュアル」改正案によ

る「緊急銃猟」運用における茅野市の体制について

梯　泰弘

10

人の移動が活発な社会にお
ける個人住民税や国民健康
保険税の前年所得課税の仕
組みと、税収を軸とした歳
入確保の取組について

（1）前年所得課税のもとでの収納状況と課題について
（2） 現行制度のもとで税収確保のために市が講じている対応策に

ついて
（3） 制度改善が必要と考えられる論点について
（4） 税収を軸とした歳入確保と市の取組について 　

茅野市の課題を問う!



ちの市議会だより　第 56 号　　10

令和 7 年 12 月定例会一般質問通告一覧 ②
質問者 件　　　名 小項目・動画 QR コード

伊藤　勝

11 介護保険サービスの利用に
ついて

　

（1） 介護保険サービスを利用するまでの基本的な仕組みに対し、
この地域では提供する事業所は足りているのか

（2） 保健福祉サービスセンターは、担当地域の福祉サービス利用
者への相談やその支援をどのように行っているのか

（3） 要介護者が、希望する介護保険サービスを利用できるような
方法や取組が考えられないか

12
茅野市国際スケートセンタ
ー（NAO ice OVAL） の
存廃について

（1） 行財政審議会の答申を受けて、存廃の結論をなぜ先延ばしす
るのか

（2） NAO ice OVAL の冠名をどう思っているか

樋口　敏之

13 パートナーシップのまちづ
くりの現状と今後について

（1） 見直しの進捗状況について
（2） これからのパートナーシップのまちづくりのあり方について

　

渋澤　務

14 クマの出没に対する安全管
理について

　

（1） 長野県及び茅野市におけるクマの出没状況について
（2） 茅野市としてのクマ出没に関する危機管理体制について
（3） クマの出没時における避難判断と避難の範囲について
（4） 対応体制関係者（行政職員・消防署員・消防団員・協力者）

の安全確保と補償について
（5） 今後の総合的なクマ対策について

東城　源

15 茅野市の付加価値を上げる
戦略について

（1） 茅野市の財政状況について
（2） 歳入増加の取組について
（3） ふるさと納税の増収強化について
（4） 茅野市の名産品の創出について 　

小尾　一郎

16 市にはお金がないというこ
とについて

　

（1） 市の財政と家庭の会計に違いはあるのか。
（2） 市にお金がないとはどのような状況を言うのか。また、お金

がないとどのような事態が到来するのか。
（3） お金がないことと財政が不健全であることは同じなのか。
（4） 基金がなくなることに市は危機感を持っているようだが、基

金の役割とは何か、市の行政経営に必須のものなのか。
（5） お金がない状況を打破するために市はどのような方策を講じ

ているのか、また、講じようとしているのか。
（6） 現状の財政状況の中で、また、これから先、市民に心得てい

て欲しいこと、市民や議員にしてほしいことは何か。

木村　かほり

17 いじめ問題への対応につい
て

（1） 学校、教育委員会、育ちあいちの等によるいじめ問題への対
応、防止対策について

（2） 学校の教職員の理解を深める取組について
（3） いじめに関わる子どもや保護者へのサポート体制について

　18 茅野市フリースクール利用
料補助事業について

（1） フリースクール利用料の補助事業の内容について
（2） 保護者の反応と利用状況について

向山　平和

19 子どもが元気で、健康に成
長できることについて

　

（1） 不登校の児童生徒数の現状は
（2） 不登校の増加傾向が止まらないことについて
（3） 病気、経済的理由で登校できない児童生徒数の現状は
（4） 不安、抑うつなどを抱えている児童生徒への対応は
（5） スマホやゲームの成長に対する弊害について
（6） スマホやゲームの利用に関しての啓発活動はどうなっていますか

20
保育園・認定こども園・小
中学校給食食材費の高騰に
対する市の対応について

（1） 食材調達に対して課題はないか
（2） 給食献立の作成にあたって、現場からの声はないか
（3） 食材費高騰に対する市の対応について
（4） 給食費の補助金を増やす考えは

野沢　明夫

21 茅野市におけるカスハラ対
策について

（1） 市役所でのカスハラはあるか
（2） 実態調査、職員へのアンケートなどの予定はあるか
（3） 条例化について

　
22 茅野市におけるＡＩ活用に

ついて
（1） 行政事務においてのＡＩ活用はあるか
（2） 市民対応についてＡＩ活用はあるか
（3） 今後の活用策をどう考えるか

23
部活動地域移行の進捗状況
及び今後の対応策とスケジ
ュールについて

（1） 地域クラブ設置の現状及び課題
（2） 保護者の声は
（3） 国、県からの財政措置の予定はあるか



11　　ちの市議会だより　第 56 号

令和 7 年 12 月定例会 陳情・議員提出議案 採決結果
番　号 表　　題 提出者 付託先

委員会等
議決
結果

陳情 11 診療報酬・介護報酬及び障害福祉サービス等報酬 10％以上の
引き上げを求める陳情書

長野県医療労働組合連合会、
長野県社会保障推進協議会

福祉教育
委員会 採択

陳情 12 消費税減税とインボイス制度が廃止されるまで「２割特例」と
「８割控除」の継続を求める陳情 諏訪地方民主商工会 経済建設

委員会 不採択

陳情 13 茅野市内の小・中学校における「いじめ」をなくす取り組みに
関する陳情 一般社団法人共存共栄クラブ 議場配布 ―

陳情 14 「外国人による日本の土地購入を規制する法律」の制定を求め
る意見書提出に関する陳情 一般社団法人共存共栄クラブ 議場配布 ―

陳情 15 「全ての公務員の任用に国籍条項を定める法律」の制定を求め
る意見書提出に関する陳情 一般社団法人共存共栄クラブ 議場配布 ―

陳情 16 小中学校の給食費の無償と現行学校給食の質及び仕組みの維持
と向上を求める陳情書 茅野市学校給食を考える会 福祉教育

委員会 不採択

議員提出
議第 20 号

医療費助成に係る国民健康保険の国庫負担減額調整措置を全て
廃止し、福祉医療給付制度を国の制度として確立することを求
める意見書

望月克治議員、伊藤勝議員、
向山平和議員

福祉教育
委員会 否決

議員提出
議第 21 号 令和８年度診療報酬改定で大幅引き上げを求める意見書 望月克治議員、伊藤勝議員、

向山平和議員
福祉教育
委員会 可決

議員提出
議第 22 号

診療報酬・介護報酬及び障害福祉サービス等報酬 10％以上の
引き上げを求める意見書

木村かほり議員、両角直樹議員、
野沢明夫議員、伊藤勝議員 付託省略 可決

議員提出
議第 23 号 小尾一郎議員に対する問責を行う決議 野沢明夫議員、伊藤勝議員、

木村かほり議員 付託省略 可決

令和 7 年 12 月定例会 市提出議案 議決結果
番　号 件　　名 付託先委員会等 議決結果

議案第 72 号 辺地に係る総合整備計画について 総務環境委員会 修正可決
議案第 73 号 令和７年度旧永明小学校解体工事（債務負担）の請負契約について 総務環境委員会 可決
議案第 74 号 令和６年度永明小中学校アリーナ建設建築主体工事の変更請負契約について 総務環境委員会 可決
議案第 75 号 市道路線の認定について（ちの上原地籍） 経済建設委員会 可決
議案第 76 号 市道路線の認定について（ちの塚原地籍） 経済建設委員会 可決
議案第 77 号 市道路線の認定について（湖東中村地籍） 経済建設委員会 可決
議案第 78 号 市道路線の廃止について（ちの塚原地籍） 経済建設委員会 可決
議案第 79 号 市道路線の廃止について（湖東上菅沢地籍） 経済建設委員会 可決
議案第 80 号 市道路線の廃止について（米沢北大塩地籍） 経済建設委員会 可決
議案第 81 号 諏訪中央病院組合規約の一部変更について 福祉教育委員会 可決
議案第 82 号 公の施設の指定管理者の指定の期間の変更について 福祉教育委員会 可決
議案第 83 号 茅野市茅野駅前賑わい交流拠点施設条例について 経済建設委員会 可決
議案第 84 号 茅野市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例について 福祉教育委員会 可決
議案第 85 号 茅野市保育所条例の一部を改正する条例について 福祉教育委員会 可決

議案第 86 号 茅野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め
る条例等の一部を改正する条例について 福祉教育委員会 可決

議案第 87 号 茅野市組織条例等の一部を改正する条例について 総務環境委員会 可決
議案第 88 号 茅野市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 総務環境委員会 可決
議案第 89 号 茅野市ふれあい保健福祉事業条例の一部を改正する条例について 福祉教育委員会 可決
議案第 90 号 令和７年度茅野市一般会計補正予算（第５号）について 予算決算委員会 可決
議案第 91 号 令和７年度茅野市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 予算決算委員会 可決
議案第 92 号 令和７年度茅野市水道事業会計補正予算（第１号）について 予算決算委員会 可決
議案第 93 号 令和７年度茅野市一般会計補正予算（第６号）について 予算決算委員会 可決
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ちの市議会だより第57号は、6月1日発行予定です。

 令和 7 年 12 月定例会　賛否が分かれた議決結果 
　  賛成…○　　反対…●　　※議長は採決には加わりません。
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陳　
情

11
診療報酬・介護報酬及び障害福
祉サービス等報酬 10％以上の
引き上げを求める陳情書

賛成多数により
採択 ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ●

12
消費税減税とインボイス制度が
廃止されるまで「2 割特例」と

「8 割控除」の継続を求める陳情

賛成少数により
不採択 ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ●

16
小中学校の給食費の無償と現行
学校給食の質及び仕組みの維持
と向上を求める陳情書

賛成少数により
不採択 ● ● ○ ○ ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ●

議
員
提
出
議
案

20

医療費助成に係る国民健康保険
の国庫負担減額調整措置を全て
廃止し、福祉医療給付制度を国
の制度として確立することを求
める意見書

賛成少数により
否決 ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ●

21 令和 8 年度診療報酬改定で大幅
引き上げを求める意見書

賛成多数により
可決 ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○

22
診療報酬・介護報酬及び障害福
祉サービス等報酬 10％以上の
引き上げを求める意見書

賛成多数により
可決 ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ●

23 小尾一郎議員に対する問責を行
う決議

賛成多数により
可決

賛成８、反対７、除斥（小尾一郎議員）、退席（両角直樹議員）
（無記名投票による採決）

上記以外の議案は、全会一致により可決されました。

みなさんもぜひ傍聴に
お越しください！

　市議会の本会議及び各常任委員会はどなたでも傍聴
できます。予約の必要はありません。
　本会議の傍聴を希望される方は、直接議会棟３階ま
でお越しください。事務局への連絡は不要です。
　なお、委員会の傍聴をご希望の方は、事前に議会事
務局までご連絡をお願いします。

3 月定例会本会議予定
2 月 24日 （火）　　開会、提案説明
3月   5 日 （木）～　一般質問
3月 19日 （木）　　委員長報告、採決、閉会
※変更となる場合があります。
　日程は、確定後に議会ホームページに掲載します。

議場で行われる本会議は
ライブ中継と録画映像でご視聴いただけます。

茅野市議会 検索

　議場で行われる本会議は、下記の予定に合わせてビーナチャンネル（12Ch 茅野市コミュニティ放送）
とインターネットでライブ中継を行います。テレビで、ネットで、ぜひご覧ください。

　なお、本会議や一般質問等の録画映像は、後日議会ホームページで配信します。
　詳しくは議会ホームページをご確認ください。
　また、同ホームページ内の『会議録検索システム』により、会議録の閲覧も
できますので、併せてご利用ください。録 画 映 像

ＱＲコード
会 議 録
ＱＲコード


